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資 料 に つ い て

「私の歩ん で来た道」
紀要第 1 号及び第2 号に ひ き つ づいて， 本号では， 初代学長藤村 ト ヨ 女史の自 叙伝 と も い う べ き 「私

の歩ん で来た道」 全文を収録 した。
こ れは， 『学校体育 』 （ 日 本体育 社） 第8 号 （昭和 28 年 9 月 ） か ら 12 号 （ 同年 12 月 ） にかけ て，

5 回 にわた っ て連載 さ れ た もので ある。 女史の自 伝的随想は他に も い く つか散見できるので あるが，
こ れが最 も 首尾一貫 し て お り ， しか も 戦後の数少い発言の一つである と い う 点 で， 資料的 に も 比較的
高 い価植を も つ ものと 思われる。 特に， この論 文を発表 さ れた約 1 ヵ 年後に急逝 さ れ ている と こ ろか
ら ， ある意味では， 「遺稿」 と し ての地位を も つ ものと も 考え られる

こ こ では， 体育 に志 した動機をぱ じめ， 全国的 な体育 視察か ら 西欧への視察旅行， 或は ド イ ツ 体操
の受容な ど につ い て， 簡明率直に しか も 興味深 く 語 ら れ て いるが， その行間か ら 掬み と ら れる ものは，
何 よ り も ， 育 体の真髄を， と り わけ 日 本の女子体育の本質を把握 し生成 し よ う と ， 常 に体験的 に努力
をつみ重ね て い く 女史の気塊であろ う 。 ま た， 律動運動への忠言 と 衣服改良の独創的発言 な ど も ， こ
う した女史の 「脚下照顧」 の姿勢 において改めて見直 さ れ， 味読 さ る べ き 見解 と して注 目 さ れ よ う 。

この論文の草稿は， 現在本学の資料室 に保管 さ れ て いるが， 収録 にあた っ て， 雑誌論文の読み に く
い と こ ろ に最少限の手を加え （句読点な ど ） ， 他 はそのま ま に と ど め て お く こ と に した。

（上沼八郎）

女子体育専攻学生の体格， 運動能力の測定結果
この資料は， 昭和 37年か ら 昭和 41 年ま での5 年間における， 東京女子体育 お よ び東京女子体育

短期大学学生の体格 と 運動能力の測定結果を ま と めた もので ある。
この種の資料は， そ れ 自 体と し ては普遍性， 客観性 に乏 しいが， 同種のい く つかの資料を ま と めた

り ， ある い は長い年月 を 通 して観察する時は， 極め て貴重な資料 と なるであろ う 。 この資料は， わが
国青年女子の体格や運動能力の現状や推移を， 総括的， 継統的 に し ら べ よ う と する人のた め に提供す
る もので ある。 したが っ て ， 現代 よ り も む し ろ 後世 におい てその真価が発揮 さ れる と 信 じ， 記録 に残
す もので ある。

資料の内 容， 方法等 につ い ては， 本紀要 （第3 号） の川 口 道子 「本学 における測定実施報告」 に詳
し く 記載 して あるので参照 さ れた い。 （和泉貞男）




